




















































































































































































































第Ⅵ章近現代の調査

第Ⅵ章近現代の調査

近現代の調査については、建物跡1軒、杭跡2基確認している。いずれも覆士にTa-bテフラを多

量に含み、他の柱穴と堆積物が異なることから別章で取り扱っている。なお、厳密にはTa-bテフラ

降下後の遺構であり、近世前葉以前のアイヌ文化期の構築年代という可能性もある。 （奈良）

第1節建物跡

建物跡1 （図Ⅵ－1）

位置:K-33･34規模:310×260cm構成：推定9本柱(mKP-01～09)

確認・調査:Ta-b火山灰除去後のⅢ層上面で径10cmほどのTa-bの円形プランを7基検出した。

7基はほぼ等間隔で並んでいたことから、建物跡と判断して調査した。建物跡の形状は柱穴の配置

から9本柱の「田」の字構成と考えられ、組み合わせをなす他の2基の検出に努めたが、検出には

至らなかった。柱穴は9基を検出し、 うちⅢKP-02･09,ⅢKP-04.05は近接している。

堆積状態:mKP-01･02･04はTa-bが充填されている。ⅢKP-05は上～中位にTa-b、柱穴先端部付

近はⅢ層とTa-bの互層堆積である。

柱穴：直径8～14cm、確認面からの深さは最大54cmで、先端部はⅧ層に達する。すべて「打込

み」で、覆土はⅣ層がわずかに混ざるⅢc層を主体とし、 しまり、粘性ともに弱い。 （山田）

第2節杭跡

杭跡1 [mKP-26．27] (図Ⅵ－1 図版19-6･7)

位置:K-26

確認・調査：Ⅲc～Ⅳ層にかけて遺構の検出作業調査を行っていたところ、 K-26区でTa-bテフラ

を多く含む円形プランを確認した。断面確認を行ったところ、黒色土にTa-bを多く含み、明瞭な立

ち上がりが認められたことから柱穴と判断した。周囲に同様のプランは認められず、構成もなさな

いことから単独の柱穴として扱い、平面、断面の記録をとって調査終了とした。堆積はTa-bテフラ

とⅢc層が混入し、一部互層堆積をしている。断面では掘方埋士及び柱痕は認められなかった。

（奈良）
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図版番号 遺構名 グリッド
規模(cm)

上端 下端 深さ

腱
側 タイプ

19-2 mKp-01 K-34 10 2 14 1
0

打込み
－ mKP-02 K-33 4 2 18 6

○

打込み

19-3 mKP-03 K-33 8 2 24 9
○

打込み
ー mKP-04 K－33 8 1 l1 5

0

打込み
－ mKP-05 K-33 6 1 32 2

○

打込み
－ mKP-06 K-33 7 1 19 0

○

打込み

19-4．5 mKP-07 K-33 12 2 12 5
0

打込み
－ mKP-08 K-33 13 2 12 8

○

打込み
－ mKP-09 K-33 9 2 24 1

。

打込み

図版番号 遺構名 グリッド
規模(cm)

上端 下端 深さ

燥
側 ﾀイプ

19-6 mKP-26 K-29 24 14 17 0
○

掘方

19-7 mKP-27 K-29 16 5 14 0
0

掘方
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第Ⅶ章まとめ

第1節総括

今回の発掘調査ではⅢ層から中世アイヌ文化期・擦文文化期・続縄文文化期、v層から縄文時代

晩期中葉～早期末葉と幅広い時代の遺構・遺物が出土した。アイヌ文化期では平地式住居跡1軒を

検出しており、炉跡を被覆する黒色土の厚さから中世アイヌ文化期に帰属すると考えている。中世

段階の集落跡は上幌内モイ遺跡、オニキシベ2遺跡、ヲチャラセナイ遺跡の厚真川上流域で確認さ

れていたが､今回の発掘調査により中流域の本遺跡まで集落が点在していたことが明らかとなった。

近世段階の様相を示す遺構としては、有珠bテフラ下から道跡が1条検出され、コタンもしくは狩

猟場へのルートが考えられる。

擦文文化期から続縄文文化期にかけては土器集中8ケ所、焼土6ケ所を検出した。遺構・遺物の

時期決定については、Ⅲb層下位からB-Tm上位を擦文文化期、B-Tm下位からⅢc層を続縄文文化期

として取り扱った。士器についてはⅢb層下位から擦文後半期の複段になるものや、 口縁部が直線

的に開く資料など比較的新しい段階のものが出土している。Ⅲc層からはナデ整形にOI突瘤文を廻

らす北大式土器が出士している。時期的なものについては微隆起線文の北大I式と、 口縁部直下に

連続したOI突瘤文が施される北大Ⅲ式相当の土器が出土した｡胎土はいずれもroundedな砂礫を中

量から少量含み､B-Tm上層の擦文土器と胎士が異なることから今回の報告では続縄文文化期の章で

取り扱ったが、微隆起線文の認められる資料以外は初期の擦文文化期に帰属する可能性が高い。

縄文時代は晩期中葉の美々3式相当が主体を占め、後期後葉・初頭、中期後葉、前期中葉、早期

末葉の士器が出土している｡晩期中葉の土器は地文縄文及び縄線文､刺突文による文様構成が多く、

大洞系と思われる壺形の赤彩土器は僅かに出土するのみであった。搬入品については、厚幌1遺跡

でも触れた胎土に石英結晶を多量に含む富良野盆地系土器が認められる。本遺跡の晩期土器におい

て在地系と富良野盆地系に分けて分布図（図V-15)を作成したが、点数が全体の6%と少なく分布

域にも特徴は認められず、土器の利用については在地系と同じく日常的に利用されていたと考えら

れる。以下に1号平地式住居跡と北大式土器について若干の考察を述べる。 （奈良）

第2節 1号平地式住居跡

本遺構は炉跡が2ヶ所並列しており、その周辺に棒状礫が出士していたことから平地式住居跡を

想定して調査を行い、最終的に柱穴の確認によって住居跡とした。ここで住居跡の北東側に検出し

たⅢAS-02(灰集中2)との関係について同時期性の判断が難しいところではあるが、下記の要素か

ら同時期である可能性が高いと考えられる。

・ 調査段階で炉跡及び灰集中2に被覆する黒色土の厚さが約4cmとほぼ同じ厚さであることを

確認している。

・ 住居の炉跡からは灰層が確認されていないため、 日常的に掻き出しを行い決められた場所に

廃棄している可能性が高い。

。ⅢS法年代測定の結果、住居炉跡のHFOlは13世紀中葉～14世紀初頭、HFO2は13世紀後半～

14世紀後半、ⅢAS-02は13世紀中葉～14世紀初頭であった。 （第4部第I章1節参照）

AMSに関してはサンプルがHFOlのみ炭化材で他は炭化種子を用いている。判定のパーセントは1

2〃



第3部幌内7遺跡

0， 20で確率が低いなどの難点はあるが、判断する指標の一つとして取り扱っている。

近年厚真町内ではアイヌ文化期の平地式住居跡について上幌内モイ遺跡（厚真町教育委員会

2007a．2009a)、ニタップナイ遺跡(2009b)と調査、報告が行われ、住居跡の特徴が認められるように

なってきた。そこで、両遺跡と幌内7遺跡で検出した住居の規模、長軸方向、推定年代を比較する

と、上流域の上幌内モイ遺跡は中世段階から住居跡が確認され、中流域の幌内7遺跡は中世段階が

続き、更に下流のニタツプナイ遺跡は近世段階のみである。住居跡の時期については上流域が12c

~17cの間に連綿と集落が続いていることに対し、ニタツプナイ遺跡では近世段階の住居跡のみが

検出されている。幌内7遺跡はちょうど中間地点に位置する形になっている。表Ⅶ－1を年代別に沿

って並び替えると表Ⅶ－2になる。表Ⅶ－2を補足すると、上幌内モイ遺跡の住居跡においてⅢH-02

よりⅢH-05が古く、ⅢH-07よりⅢH-04が古いことが現場段階で把握されている。以上の事からAMS

年代は現場所見と矛盾せず、妥当と考えられる。ニタップナイ遺跡の住居跡については樽前bテフ

ラや駒ケ岳c2テフラとの層位関係よりⅡH-01～04が1667～1694年､ⅢH-01･02が1667年直前であ

ることが判明している。次に住居跡に付属する炉跡については、中世段階は複数個所、近世段階は

1ケ所で統一されており、上幌内モイ遺跡のⅢH-07は1ケ所のため近世の住居形態に近くなってき

ている可能性が高い。住居跡の長軸方向は、上幌内モイ遺跡では中世が南西一北東軸、中世末葉か

ら近世初頭が東一西軸であり、中世段階の幌内7遺跡の長軸方向である東一西軸と異なる。また、

ニタップナイ遺跡では北西一南東軸でほぼ統一されているが、上幌内モイ遺跡の中世末葉から近世

初頭段階の住居跡であるⅢH-01．08と長軸方向が異なる。これらの結果から厚真川流域における住

居跡の長軸方向は遺跡の立地によって方向が異なるといえる。住居跡の方位については資料の増加

で時期的な変遷か地域的な特徴（文化圏）が明らかになってくると考えられる。 （奈良）

第3節北大式土器について

土器が出土する層位はB-Tm下位のⅢc層からで､擦文後半期の士器とは出土層位に明確なレベル

差が認められた｡今回北大式と報告を行なった土器は､微隆起線文を有するもの(図Ⅳ－6－1～3)、

OI突瘤文がないもの(図Ⅳ－5-4mPB-07)、口縁部にOI突瘤文が連続して施されるものがある。

微隆起線文の資料は北大I式に分類して間違いないと思われるが、他の資料に関しては指標となる

ものが連続したOI突瘤文のみであることから北大I式に共伴するのか、あるいは北大Ⅱ式､北大Ⅲ

式土器であるのかは層位的見解からは難しい｡北大式土器が多量に出土した釧路市ノトロ岬遺跡(音

別町教育委員会1984）の資料と比較した結果、北大Ⅲ式と報告されている資料と口唇部の成形、器

表面のナデ調整、剥落具合、胎士に円～亜円の砂礫を中量含む点が類似している。 口唇部の成形は

やや粗雑であるが内側は角状に、外側は隅丸角状に成形されるのが特徴と思われる。 ノトロ岬遺跡

では北大Ⅲ式とともに縄文が施される北大Ⅱ式も出土しているが、本遺跡では破片資料でも縄文は

認められない。ⅢPB-07の甕は胎土に北大式に見られる円～亜円の砂礫を含むが、 01突瘤文が認め

られず器表面はナデ調整のみである。口唇部の成形も北大I式やOI突瘤文をもつ土器とは異なり丸

状で、器形はやや球胴状を呈し、底部からの立ち上がりが直線的に外傾する例外的な資料である。

本資料については土師器の影響の可能性（大沼忠春氏御教示）もあるが、北大式に分類した資料と

胎士が類似することから続縄文文化期で報告を行なった。 しかし、こうした特徴を比較すると、微

隆起線文を有する土器以外は北大Ⅲ式土器に相当し、初期擦文に分類される可能性が高い。 （奈良）
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図版25
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第I章理化学的分析

第I章理化学的分析

第1節厚真町厚幌1遺跡･幌内7遺跡出土資料の放射性炭素年代測定

（株）加速器分析研究所

1測定対象謙ト

測定対象試料は、 1臨道厚真町導水路遺跡発掘事業に係る幌内7進跡と厚幌1遺跡から出土した試料5

点である。その内容は､幌内7遣跡のⅢH-01.IFOl.ⅢbU層から出土した炭化物(導水路1 :IAAA-81998)、

mH-01.IFo2．ⅢbU層から出土した炭化種子（導水路2:IAAA-81999)、ⅢAS-02．ⅢbU層から出土した炭

化種子（導水路3 : IAAA-82000)、ⅢF-07．ⅢbL層から出土した炭化物（導水路4:IAAA-82001)、厚幌1

進捌のVH-03・VbL層から出土した炭化物（導水路5:IAAA-82002)である。炭化種子はすべてクルミと

同定される。

2測定の意義

遺構・共伴遺物の年代を明らかにする。

3化学処理工程

（1）メス・ピンセットを使い、根・士等の表面的な不純物を取り除く。

（2）酸処理、アルカリ処理、酸処理AAA:AcidAlkaliAcid)により内面的な不純物を取り除く。最初

の酸処理ではlNの塩酸(80℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希釈

する。アルカリ処理では1Nの水醐ヒナトリウム水溶液(80℃）を用いて数時間処理する。なお、

AAA処理において、アルカリ濃度が1N未満の場合、表中にAaAと記載する。その後、超純水で中性

になるまで希釈する。最後の酸処理では1Nの塩酸(80℃）を用いて数時間処理した後、超純水で

中性になるまで希釈し、 90℃で乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する。

（3）試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下で封じ切り、 500℃で30分、 850℃で2時間加熱する。

（4）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二醐上炭素(CO2)を精製す

る。

（5）精製した二醐上炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出（水素で還元）し、グラファイトを作製す

る。

（6）グラファイトを内径1mmのカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

4測定方法

測定機器は､3Wタンデム加速器をベースとした14C-州S専用装置伽CPelletron9SDH-2)を使用する。

測定では、米国国立標準局｡IST)から提供されたシュウ酸(伽xⅡ）を標準試料とする。この標準試料と

バックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

5算出方法

（1）年代値の算出には、Libbyの半減期(5568年）を使用する(StuiverandPolashl977)。
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第4部自然科学的分析

(2) ｣4C年代(LibbyAge:yrBP)は、過去の大気中14C濃度が一定であったと仮定して測定され、 1950

年を基準年(0yrBP)として遡る年代である。この値は、 613Cによって補正された値である。 」4C年

代と誤差は、 1桁目を四捨五入して10年単位で表示される。また、 l4C年代の誤差（士lo)は、試

料の14C年代がその誤差範囲に入る確率が68.2%であることを意味する。

(3) 613Cは、試料炭素の13C濃度(13C/12C)を測定し、基準試料からのずれを示した値である。同位体

比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差(%jで表される。測定には質量分析計あるいは加速

器を用いる。加速器により13C/12Cを測定した場合には表中にⅧS)と注記する。

(4)pMC (percentModernCarbon)は、標準現代炭素に対する試料炭素の14C濃度の割合である。

（5）暦年較正年代とは、年代が既知の試料の14C濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去の

14C濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、 」4C年代に対応する較正

曲線上の暦年代範囲であり、 1標準偏差(10=68.2%)あるいは2標準偏差(20=95.4%)で表

示される。暦年較正プログラムに入力される値は、下一桁を四捨五入しない14C年代値である。な

お、較正曲線および較正プログラムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラムの種

類によっても結果が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要が

ある。ここでは、暦年較正年代の計算に、 IntCalO4データベース(Reimeretal2004)を用い、

OxCalv4.0較正プログラム①ronkRamseyl995 BronkRamsey2001 BronkRamsey,vanderPlicht

andWeninger2001)を使用した。

6測蹄果

14C年代は、幌内7鐵弥ではⅢH-01.IFo1･mbu層の炭化物が670±30yrBP、ⅢH-01.IFO2．ⅢbU層の炭

化種子が590i30yrBP､ⅢAS-02．ⅢbU層の炭化種子が710±30yrBP､ⅢF-07．ⅢbL層の炭化物が960 30yrBP

である。厚幌1遺跡ではVH-03・VbL層から出土した炭化物が3850 30yrBPである。

試料の炭素含有率は、すべて60％以上であり、十分な値であった。化学処理および測定内容に問題は無

く、妥当な年代と判断される。炭化物は小片であったこともあり、猿休の最外年輪が磁認されず、内側の

年輪ほど古い年代となる「古木効果」を考慮する必要がある。炭化種子（クルミ）では、種子の成育年を

示すと考えられる。

脾手較正年代(10)から判断すれば、導水路1～3が13世紀末～14世紀、導水路4がll齢己～12世

紀後半、導水路5が縄文時代後期前喋に相当する。化学処理および測定内容に問題は無く、妥当な年代と

判断される。
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測定番号 試料名 採取場所
訓
礁
岻
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6'3C(%｡)

(AMS)

613C補正あり

LibbyAge(yIBP) pMC(%)

IAAAP81998 導水路1 幌内7遣鋤ⅢH-01.HFolmbU 炭化物 AAA 25.68iO37 670i30 児.03士0．33

IAAA-81999 導水路2 幌内7遣鋤ⅢH-01.HFo2mbU 炭化種子 AAA -26.21士0．30 590士30 92.88士0．33

IAAAP82M 導水路3 幌内7進跡ⅢAS-02mbu 炭化種子 AAA -27.71士0．34 710士30 91.52士0.32

IAAA-82001 導水路4 幌内7進跡ⅢF-07mli 炭化物 AAA -21.99i0．46 960 30 88.75士0．34

IAAAP82002 導水路5 厚幌l遣跡VH-03VbL 炭化物 AAA -26.89士0．45 3,850士30 61.89士0.26

測定番号
613C補正なし

Age (yrBP) JIC(%)
暦年較正用(y'BP) lo暦年代範囲 2o暦年代範囲
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1283AD-1305AD(37.1%)
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第Ⅱ章動植物遣存体同定

第Ⅱ章動植物遣存体同定

第1節北海道勇払郡厚真町厚幌導水路事業調査遺跡出土の動物遣存体

高橋理／千歳市埋蔵文化財センター

はじめに

厚幌導水路建設に伴う平成20年度事前調査として厚幌1遺跡､幌内7遺跡が厚真町教育委員会に

よって発掘調査が行われた。

筆者に分析の機会を与えられた厚真町教育委員会各位に御礼申し上げます。

出土動物

出土した中世アイヌ文化期の動物はシカを主体とし、哺乳類ではネズミ類が加わる。貝類では陸

産貝類マイマイ類（？)、魚類のコイ科（ウグイ)、サケ科、サケ属魚類もみられる。

ハンドピックとうローテーションによって時期、遺構ごとの遺物を表1 ．2に示している。保存

状態不良で回収不能であると担当者が判断したものについては、骨の種類や位置、写真のみの記録

をとった後に破棄している。

それらは次のように分類、整理される。

条鰭綱Actinopterygii

サケ目Salmonibrmes

サケ科Salmonidae

サケ属OncozMzc加s

コイ目Cyprinifbrmes

コイ科Cyprmidae

ウグイ丑必oんtbzzhakolrensjg

哺乳綱Mammalia

ネズミ目 （蓄歯目) Rodentia

ネズミ科Muridae

クジラ偶蹄目Cetartiodactyla

シカ科Cervidae

ニホンジカmrvzIszz抑ﾌon

厚幌1遺跡

厚幌1遺跡では縄文時代前期前葉の士坑墓が1基確認されており、 1号士坑墓からサケ属やシカ

がフローテーション法によって回収された。
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第4部自然科学的分析

幌内7遺跡

mAs-02

mbu層で検出された中世アイヌ文化期の遺構である。シカが主体となった。ほかにサケ属が少量

含まれる。

mBB-01

獣骨集中1で､確認面はⅢc層であるがⅢb層起源の黒色土から出士することからアイヌ文化期の

遺構と判断されている。やはり主体はシカであった。上顎、下顎歯から2歳から3歳前後の個体が

遺跡に持ち込まれていたらしい（大泰司1980)。

幌内7遺跡では、ほかにアイヌ文化期の平地式住居跡ⅢH-01の炉や屋外炉の焼士から、やはり

サケ属やシカが検出されている。擦文文化期や続縄文文化期の炉跡も認められ、コイ科魚類や種不

明の哺乳類が少量検出された。この時期の活動にはさほどの隆盛は看取できない。

引用文献

大泰司紀之1980｢遺跡出土ニホンジカの下顎骨による性別･年齢･死亡時期査定法｣『考古学と自然科学」 13,

pp.51-73
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第Ⅱ章動植物遣存体同定

一覧表表1．幌内7遺跡
遺構

動ハン

※欠

包含層

259

時期

遺栂種別
遺構名 層位 委託比

出土

動物
部位 LR 数段 備考

中世アイヌ

文化期

獣骨集中

1号

獣骨集中

ⅡIBB←01

mc

98

99

100

104

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

不明

シカ

シカ

哺乳綱

哺乳綱

不明

シカ

不明

不明

不明

シカ

シカ

シカ

シカ

哺乳綱

不明

哺乳綱

シカ

哺乳綱

哺乳綱

哺乳綱

不明

不明

不明

不明

不明

シカ

不明

哺乳綱

不明

哺乳綱

不明

シカ

哺乳綱

シカ

哺乳綱

哺乳綱

哺乳綱

シカ

不明

不明

部位不明
蛎
昔
一・ユL7日興L

埜四.＝垂

種子骨完形

部位不明

部位不明

部位不明

下顎臼歯歯冠

部位不明

部位不明

部位不明

上顎臼歯PM2～M3

上顎？臼歯

距骨

距骨

部位不明

部位不明

部位不明

距骨

部位不明

長管骨

部位不明

部位不明

部位不明

部位不明

部位不明

部位不明

下顎骨PMl～M1

部位不明

長管骨

部位不明

部位不明

部位不明

上腕骨遠位端

部位不明

中足骨近位端底側

長管骨

部位不明

部位不明

上顎臼歯M1,M2

部位不明

部位不明

R

o
■

ワ
■

ワ
●

R

L

L

R

R

1

1

1

1

I

I

3

2

1

2

5

5

1

I

1

1

3

1

2

1

2

1

2

3

2

1

1

1

I

1

2

1

1

4

1

2

1

1

2

2

I

M3萌出完了より2歳

1ヶ月以上

やや小型

小型

小型個体

W､1.M1:4=2.5歳以下

何．幹切断痕

時期

遺構種別
適櫛名 層位 委託恥

出土

動物
部位 LR 数通 備考

中世アイヌ

文化期

灰集中

第2号

灰集中

mAS-O2

mbU

ｰ

0

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

“

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

58

59

60

61

62

63

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

93

94

95

96

97

哺乳綱

哺乳綱

不明

哺乳綱

哺乳綱

不明

不明

シカ

哺乳綱

哺乳綱

シカ

哺乳綱

/力

/力

シカ

不明

不明

哺乳綱

不明

シカ

哺乳綱

哺乳綱

シカ

不明

哺乳綱

哺乳綱

哺乳綱

哺乳綱

哺乳綱

不明

哺乳綱

哺乳綱

哺乳綱

不明

不明

不明

哺乳綱

不明

哺乳綱

哺乳綱

シカ

哺乳綱

哺乳綱

哺乳綱

哺乳綱

哺乳綱

シカ

シカ

哺乳綱

不明

哺乳綱

シカ

不明

シカ

不明

不明

不明

不明

哺乳綱

シカ

不明

哺乳綱

シカ

不明

不明

不明

哺乳綱

哺乳綱

シカ

シカ

シカ

シカ

哺乳綱

哺乳綱

不明

不明

哺乳綱

哺乳綱

シカ

長管骨

部位不明

部位不明

長管骨

長管骨

部位不明

部位不明

基節骨？

部位不明

部位不明

基節骨

長管骨

歯歯冠破片

歯歯冠破片

歯歯冠破片

部位不明

部位不明

部位不明

部位不明

基節骨

部位不明

長管骨

頭蓋骨上顎先端

部位不明

長管骨

部位不明

長管骨

長管骨

長管骨

部位不明

部位不明

部位不明

部位不明

部位不明

部位不明

部位不明

長管骨

部位不明

部位不明

長管骨

脛骨？骨幹背側

長管骨

長管骨

長管骨

長管骨

長管骨

基節骨

長管骨骨幹背側

部位不明

部位不明

長管骨

第二･五指趾

中手･中足骨

部位不明

第二･五指趾

中節骨完形

部位不明

部位不明

部位不明

部位不明

部位不明

大腿骨

近位骨幹小転子部

部位不明

長管骨

基節骨近位端を欠く

部位不明

微細片

部位不明

長管骨

長管骨

基節骨

末節骨完形

中節骨・完形

第二･五指趾

中手･中足骨

部位不明

部位不明

部位不明

部位不明

長管骨

部位不明

第二･五指趾

末節骨完形

？
｡

｡
■

R

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

I

2

1

1

1

I

2

1

2

1

1

1

I

1

4

I

1

I

1

1

1

1

I

I

】

I

1

1

1

I

1

I

1

1

I

1

2

1

1

I

1

1

1

1

1

1

1

1

3

1

1

1

1

1

1

被熱

底側切除？

37～39は

近い場所

背側を金属器で切除

骨幹切断痕

骨幹切断痕

骨幹切断痕

底側･基節骨を金属

器により切除

ほぼ完形

長く浅いカット1条

調査区 層位 委託恥
出土

動物
部位 LR 数戯 備考

j-29 Ⅲbm 118 シカ 臼歯歯冠破片 2

L-29 Ⅲbu 91 シカ
上顎臼歯歯冠

下顎臼歯歯冠破片

5

3

j－32 mbU 113 シカ 下顎臼歯M2,M3 R 2
W‘1.M2:5,M3:6=3.5鰻未潤

112と同一限体か

｣-31.32 mbU 114 シカ 下顎臼歯歯冠 3

K-31 mbU

83

84

115

シカ

哺乳綱

下顎臼歯歯冠

部位不明

4

I

1

K－32
mbu

Inbm

85

90

108

109

110

112

107

111

117

シカ

シカ？

不明

/力

下顎臼歯歯冠

臼歯歯冠破片

角角幹分岐部

角角幹

下顎骨M1,M2,M3

角？角幹？

部位不明

臼歯歯冠破片

一

L

3

8

】

1

I

3

1

I

多数

109と同一個体分岐

108と同一個体分岐

W･I・M2:5,M3:6

=3.5歳未満

L－32 mbU 116 /力 臼歯歯冠破片 3

K-33 mbu

88

86

87

89

シカ

哺乳綱

臼歯歯冠破片

部位不明

1

1

1

1



第4部自然科学的分析

表2幌内7遺跡･厚幌1遺跡フローテーシヨン法動物遣存体同定一覧表

層“遺構名臘跡名| ,』職:リ 遺跡潟 ,』繩Ⅱ 遺傭名 |腫位IW|"
出土

動物

FLT

N帆
部位 1－R|数駄｜ 術考 数量 備 考部位 | ,I

サケ科 鯉杷鯉 1
6号焼上

Ⅲドー06
部位不明細片哺乳綱 参 魚頌なIｻ6

椎骨微細ハサケ･秘21
1号平地

式住居跡

炉跡l

Ⅱ' 1 1 01 ，

H1き01

擦文文化期サケ侭 椎骨微細ハ ll l I】 コイ科 椎骨・微細片
も､｡〕

遇｡
｡】切

垂J 〕7

Ⅱ
7号焼土

ⅢF－07

幌内7

遺跡
椎骨微細片サ･ヶ隣 魚網 椎骨．微細片32 39

中世アイヌ

文化期

住居跡

サケ科 鯛練破片 哺乳綱？25 部位不明細片 茅10

歯根シカ？'Z‘）

統繩文

文化斯

9号焼.l

IlIIr-O9

魚類なし

北大式期
#i乳鋼？ 部位不明細片 多Ⅱ

1号平地

式住居跡

炉跡2

ⅢH－01 ．

HFO2

魚網 鰕練破片
41，

J』 I

mbU サケ凪 惟骨微細片 部位不明微細片不明 6層
11
J■ﾛ :！ 18 1

1+;・

上坑悠

Y(〕P－(}1

部位不明破片MIW乳綱 多 サケ腿 惟件微細ハ

"|"時代
19

、

中世アイヌ

文化期

焼土

魚繕 担鯖骨 種子骨35 シカI 19 1Ⅱ
。
５

焼
心

軋
７
Ｆ
Ｏ

誰
Ⅲ

[Ilbl

部位不明細片 多 灰層Ⅱ甫乳綱？ 19 1哺乳綱部位不明破片 l － l lo微細片

幌内7

遺跡
サケ鵬 椎骨微細片1 56

サケ属 椎骨微細片！ 5I H

椎骨微細片サケ腿55I

魚鋼 肋骨I 5 1 I

金属器により

背側切除
艶節骨近位端シカ

戸
氏
餌

中世アイヌ

文化期

灰呉中

2汚

灰集中

Ⅲ』ﾍS O2

臼歯歯冠破ハ3{ シカI I

55 1ネズミ類｜ ド顎骨 | 、 ｜ I

マイマイ

類？
殻片59 1

椛骨･微細片キトケID侭
r′画

９－３ (1

ﾗ8 1サケ属 ｜椎骨微細片 16

ネズミ顔 切榊臼歯ド顎切歯弓q

' |舗雛k'’堆節骨近位端シカﾛ〕 6(）

図版1

1

5cm
I

ｎ
Ｕ
ｌ

｜ と 2

3

1.シカ上顎歯

7.シカ中足骨

2.シカ下顎骨1 3.シカ下顎骨2

8.シカ基節骨(背側切除）

4.シカ上腕骨 5.シカ大腿骨 6｡シカ距骨
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第Ⅱ章動植物遣存体同定

第2節北海道勇払郡厚真町厚幌導水路事業調査遺跡出土の炭化種子

1．厚幌1遺跡出土の植物種子について

札幌国際大学博物館客員研究員椿坂恭代

1.遺跡の概要

厚幌1遺跡は，幌内地区よりさらに山間部へ約3.6kmの厚真川上流域に所在し、厚真川とキウキ

チ沢の合流点に位置する。

本遺跡は平成14.15年に調査が行われている。今年度は厚真川により近い1,098㎡の発掘調査が行

われ、擦文文化期の焼土1ケ所、縄文時代の竪穴式住居跡1軒、焼土3ケ所、Tピット8基が検出

されている。その他の詳細については本文を参照されたい。

2．扱った資料

扱った資料は、平成20年度に調査を実施した縄文時代の竪穴式住居跡、焼土、土坑墓からと擦文

文化期～続縄文文化期の焼士から採取した士壌をフローテーション法で処理し、その後、第1次選

別で炭化植物種子などを抽出し送付されてきたものである。これらの資料を実体顕微鏡で観察し撮

影を行なった。検出された植物種子の出土表は第1表に示しておく。

3.検出された資料

検出された種子は，擦文文化期～続縄文文化期の焼土からブFウ科、ニワトコ属、タラノキ属の

3種類と縄文時代前期前葉の1号士坑墓からクルミ属の内果皮が少量得られただけである。これら

の資料については図版1に示しておく。

その他に不明2と扱った資料は保存状態が極めて悪いため同定できなかったものである。

4.若干のコメント

今回、回収された炭化物のほとんどが炭化材で、植物種子の検出は極めて微量であった。調査担

当者によると本遺跡の遺構は少なかった事､そして近現代の道路付け替えによる撹乱を受けており、

遺跡全体の状態は良くなかったという。

縄文時代の各時期から検出された資料を検討すると、遺跡により炭化植物の出土量に隔たりがあ

り、その原因は不明である。今後も縄文時代の土壌サンプリングについていろいろな立場から検討

していくことが必要であろう。
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第4部自然科学的分析

2幌内ﾌ遺跡出土の植物種子について

札幌国際大学博物館客員研究員 椿坂恭代

1．遺跡の所在と性格

遺跡の名称 ：幌内7遺跡(J-13-103)

所在地 ：北海道勇払郡厚真町字幌内

発掘調査期間 ：平成20年7月16日～同年10月31日

発掘調査面積 ： 952㎡

調査担当者 ：奈良智法乾哲也

遺跡の立地 ：幌内7遺跡は、幌内地区の厚真川左岸、標高約56mの河岸段丘上に位置する。

検出遺構 ：中世アイヌ文化期の平地式住居跡1軒､建物跡3軒､焼土2ケ所､灰集中1ケ所、

獣骨集中1ケ所、集石1ケ所、道跡1条。擦文文化期の士坑2基、焼土3ケ所、

土器集中6ケ所、礫集中2ケ所。続縄文文化期（北大式期）の焼士3ケ所、土器

集中2ケ所、フレイク・チップ集中2ケ所。縄文時代の士坑8基、焼土4ケ所、

Tピット1基。その他の詳細については本編を参照されたい。

2．扱った資料

分析対象として扱った資料は、中世アイヌ文化期、擦文文化期，続縄文文化期、縄文時代の各遺

構から土壌を採取し、フローテーション処理を行い、その後、第1次選別で炭化植物種子などを抽

出し送付されてきたものである。資料は実体顕微鏡で観察と撮影を行った。検出された植物種子の

出土表は第1表に示しておく。

3．各時期から検出された植物種子

ヒエ属比hmochjoaBeauv． （図版1-1a: 1号平地住居跡の炉跡1から出土）

中世アイヌ文化期の1号平地式住居跡の炉跡1･2 (mH-01.HFol･02)からと3号焼土（ⅢF-03)

から合わせて7粒出土｡穎果は広楕円形.背面には果長の2/3ほどを占める楕円形の大きな胚がある。

その反対側の腹面にはへう型状のへソがある(1993椿坂)。出土資料は13aに示すようにすべて内・

外穎のとれた状態で、栽培型ヒエβ肋血oc"oazI""sOhwietYabunoとして分類される。計測値

はL2.00×W1.70×T1.00 (m)

キビ歯"iCZ"皿〃acezmL・ （図版1-2a: 1号平地式住居跡の炉跡1から出土）

中世アイヌ文化期の1号平地式住居跡の炉跡1 (mH-01.HFo1)、3号焼土(mF-03)、灰集中2(m

AS-02)からと擦文文化期の7号焼士(mF-07)から合わせて15粒出土。穎果はやや球形または広卵

形｡背面には果長の1/2ほどの胚があり､その反対側の腹面にはへう型状のへソがある(1993椿坂)。

出土種子は2aに示すようにすべて内・外穎のとれた穎果の状態で出土。計測値はL1.90×W1.70X

T1.30 (m)

コムギ〃i虹Cmae帥ﾘ'z"L. (図版1-3a: 3号焼土から出土）

中世アイヌ文化期の3号焼土(mF-03)から1粒出土。果実は短楕円形。腹面には縦溝があり、
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背面はほぼ平らで基部にはやや円形の胚がある。出土したコムギは保存状態が悪いので詳細な分類

は困難である。計測値はL3.20×W2.35 (m)

マメ科LEGUMINOSAE (図版1-4a: 3号焼土から出土）

中世アイヌ文化期と擦文文化期の遺構から出土。種子は扁平卵形で腹面の下部近くに円形の小さ

なヘソがある。このような特徴からハギ属Lespedeza Michx.に分類される。ハギ属は形態の類似

した種類が多いので詳細な分類は困難である。計測値はL2.10×W2.50×Tl.30 (m)

タデ科POLYGMACEAE(図版1-5 : 1号平地式住居跡）の炉跡1から出土）

中世アイヌ文化期から出土。痩果は三角状紡錘形。この特徴からタデ属ルノ昭o"α"L.に分類され

る。タデ属は形態の類似した種類が多いため詳細な分類は困難である。計測値はL2. 10×Wl.45(m)

ニワトコ属S洩肋"c"sL. (図版1-6a: 3号焼士から出土）

中世アイヌ文化期と擦文～続縄文文化期の遺構から出土。種子は狭楕円形。背面は丸みがあり、

腹面は鈍稜をなす。種皮は雛状に隆起した模様があり粗面である。これらの特徴からニワトコ

S白"加c"srace"osaL.と判断される。だだし、 日本では本州北部から北海道の林中にエゾニワトコ

丘加eZgeria"avar.倣仙e"i (Nakai) Haraが分布するという。計測値はL2.00×Wl.05×TO.60(m)

マタタビ属』“mMiaLindl. (図版1-7 : 1号平地式住居跡の炉跡2から出土）

中世アイヌ文化期の遺構から出土。種子は長楕円形。種皮には凹点による網目模様がある。この

仲間にはマタタビ"c"""apoJJ'ga"laPlanch. etMaxim.とサルナシj4c""i(ガaargzItaPlanch.

があるが、両者の種子は形態と表面組織が極めて良く似ているため分類は困難である。粒形の特徴

からはサルナシ4cti"Miaa増沈a〃a"c方.であろう。計測値はL2.20×Wl.40×TO.90 (m)

キイチゴ属危J加sL. (図版1-8 :灰集中2の1層から出土）

中世アイヌ文化期の遺構から出土。種子は半横広卵形。種子の全面に大きな網状の凹凸がある。

キイチゴ属は形態と種子表面の構造の類似したものが多いので種までの分類は困難である。計測値

はL2.00×Wl.30×T1.00 (m)

キハダ属助e"o(た"〔左℃〃Rupr. (図版1-9a,9b: 1号平地住居の炉跡1から出土）

中世アイヌ文化期、擦文文化期から出士。果実は球形で中に5の小核があり、各1個の種子を含

む。種子は半横広卵形で表皮に浅い凹みによる網目模様がある。 これらの特徴からキハダ

助e"odb"drn"a"are"seRupr.と判断される。 9aの計測値はL6. 10×W6.00 (m),9b:L3.70×W2.30

XT1.40 (m)

ブドウ科VITIDACEAE(図版1-10a:灰集中2の1層から出土）

中世アイヌ文化期、擦文文化期、擦文～続縄文文化期の遺構から出士。堅果は広倒卵形、背面は

円みがあり倒へら形の凹みがある。腹面の中央に稜をなし、稜の両側に針形の凹みがある。形態の

類似した種子にエビヅル〃〃s"c"b"aBungevar. lobataがあるが、その分布域は北海道の南

部に限られているという。形態の特徴からヤマブドウ陶虚scojg刀e"aePulliatであろう。

計測値はL4.00×W3.10×T2.50 (m)

クマシデ属CEzXうあ"sL. (図版1-11 :灰集中2の2層から出土）

中世アイヌ文化期の遺構から出土。果実はやや扁平な卵状楕円形でクマシデ属の特徴を示す。北

海道ではサワシバC白"ﾌZ"Uscor"raBlume、アカシデC召"う曲"sJa""ora (Sieb. etZucc.)Blume.

263



第4部自然科学的分析

が分布するが、形態は窮めて類似しており、種までの分類は困難である。計測値はL3.20×W2.00x

Tl.75 (m)

バラ科ROSACEAE(図版1-12 : 3号焼土から出土）

中世アイヌ文化期の遺構から出土。種子は半広楕円形で噴状に尖る。バラ科種子の特徴を示すが

資料の保存状態が悪いので詳細な分類はできなかった。破片のため計測はしていない。

スモモ属〃Inzssa"ci"aLindl. (図版1-13a: 1号平地式住居跡の炉跡2から出土）

中世アイヌ文化期の遺構から出土。核片はやや扁平。側面に沿ってやや深い縦溝があり、核の面

は粗面である。これらの特徴からスモモと判断される。破片のため計測はしていない。

コナラ属飢肌ZEL. (図版1-14a:包含層から出土）

縄文時代の包含層(K-23区）から出土。いずれも子葉の破片のため詳細な分類は出来なかった。

破片のため計測はしていない。

クルミ属JUglansL. (図版1-15:灰集中2の1層から出土）

中世アイヌ文化期、縄文時代の遺構から出土。核表面には縦に浅い溝状の模様がある。これらの

特徴からオニグルミノugJa"ssie加I虚a"aMaximと判断される。いずれも細片のため計測はしてい

ない。

不明1、菌類？ （図版1-16a: 3号焼土から出土。 17a:灰集中2の2層から出土）

資料16a:中世アイヌ文化期の遺構から出土｡手元に比較資料がないので分類が出来なかったもの。

計測値はL3.60×W2.50×T2.20 (m)。

資料17a:中世アイヌ文化期の遺構から出土｡資料は菌類のようであるが､その実態は不明である。

計測値はL6.60×W5.60 (m)

その他に保存状態が窮めて悪いため分類できなかった資料を不明2として扱った。

若干のコメント

まず、中世アイヌ文化期からは栽培植物のヒエ、キビが少数と1粒のコムギが確認された。野生

植物は草本のマメ科、タデ科と木本類のニワトコ属、マタタビ属、キイチゴ属、キハダ属、ブドウ

科、クマシデ属、バラ科、スモモ属、クルミ属が検出された。次に擦文文化期からは少数のキビと

キハダ属が、擦文～続縄文文化期の遺構からニワトコ属、タラノキ属、ブドウ科が検出された。そ

して、縄文時代からは堅果類のコナラ属とクルミ属が少量出土。いずれも集落の周囲に一般的に認

められる草本と木本のもので、可食性あるいは利用可能のものが多い。

今回、各時期の遺構から検出された植物種子は少数であった。その中で最も多かったのはキハダ

属の果実である。北海道の遺跡からキハダ属が出土するのは縄文時代早期から中．近世アイヌ文化

期まで普遍的に検出されており、縄文時代の最も古い出土例は帯広・八千代A遺跡（1990 山田)、

中野A遺跡(1992吉崎)、中野B遺跡(1996吉崎・椿坂）などがある。

キハダの利用については、完熟した果実はそのまま生食、また、乾燥させ貯蔵して食用、薬用な

どの他に、宗教儀礼上にとって重要な素材であったことが民俗例で知られている(1953知里)。山

田悟郎氏は帯広・八千代A遺跡から出土した堅果類の分析の中でアイヌ民俗例による詳細な利用例

を述べているので参照していただきたい。
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図版1 厚幌1遺跡

●"2a

ニワトコ属背面 腹面

擦文～続縄文の8号焼土から出土

L1.80×W1.30×T0.70(mm)

1b1a

ブドウ科 内面

擦文～続縄文の8号焼土から出土

●3

タラノキ属

擦文～続縄文の8号焼土から出土

L1.60×W1.00×T0.60(mm)

4a 4b

クルミ内果皮片 内面

縄文時代前期前葉の1号土坑墓から出土

267



第4部自然科学的分析

図版2幌内7遺跡

④"●"●⑲､●1a 心 “1〔

キビ背面ヒエ属背面 腹面 側面 腹面 側面

●Bg"G"3a

コムギ?背面 腹面 マメ科腹面 側面

●"●6a

ニワトコ届背面 腹面

,●
タデ科

" “9b

キハダ属種子 ブドウ科背面 腹面

⑧7
マタタビ属

●”8

キイチゴ属 キハダ属果実

●eO"11

クマシデ属 バラ科

3 14a 4

スモモ核片 内面 コナラ属子葉 内面

；" 17a 1716a15

側面 菌類？ 内面クルミ属内果皮片 不明1
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種 別 集落跡
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所､獣骨集中1ケ所｡擦文文化期:士坑2基､焼土3ケ所､土器集中6ケ所､礫集中2ケ所｡続縄文文化
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要 約

厚幌l遺跡では縄文時代において床面及びベンチ上に余市式土器を伴う住居跡を検出した｡住居跡内には石
組炉と先端部にピットが構築され､ベンチ構造をもつ住居形態が当該期に認められることが判明した｡また､平
成14.15年の発掘調査で確認されていた地すべり堆積物について､縄文時代中期末葉の北筒式期以降の堆積
物であることが判明した｡幌内7遺跡では中世アイヌ文化期の平地式住居跡と灰集中の関係が挙げられる｡住
居の炉跡からは灰層が殆ど検出されず､住居北東側にシカの獣骨を多量に伴う灰集中が確認された｡炉跡及
び灰層を被覆する黒色土はほぼ同じ層厚であり、同時期と考えられる｡また､本遺跡からは厚真町で初めてまと
まった状態で北大式土器が出土した。
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